
１ 

「第 7 期匝瑳市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（素案）」

に対する意見募集結果 

 

 

１ 意見募集期間 

  平成３０年１月５日（金）から平成３０年２月５日（月）まで 

２ 意見募集場所 

  市ホームページ、市役所玄関ロビー行政資料コーナー、野栄総合支所玄関ロビ

ー 

３ 意見募集結果 

  提出された意見はありませんでした。 

 

資料１ 



２ 

第３回匝瑳市介護保険運営協議会で示した第７期匝瑳市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（素案）のからの修正について 

頁数 該当部分 修正内容 （修正前→修正後 のように記載します。） 備考 

全体 全体 年（年度）について、西暦を括弧で併記に統一（ただし、表中など極端に読みづらく

なるものを除く） 

＜例＞ 

平成３０年 

→平成３０年（２０１８年） 

平成３０年度 

→平成３０年度（２０１８年度） 

 

１ 1～2行目 平成２９年５月 

→平成２９年８月 

約１億２，６７２万人 

→約１億２，６７６万人 

 高齢者の人口 

→高齢者人口 

（高齢者人口） 

約３，４９５万人 

→約３，５０６万人 

（高齢化率） 

 ２７．６％ 

→２７．７％ 

総務省統計局「人口推計

（平成 29年（2017年）8

月確定値、平成 30 年

（2018年）1月概算値）」

より 

(http://www.stat.go.jp 

/data/jinsui/new.htm) 

10行目 ２．８倍 

→約２．９倍 

 

４ 表内 （第 4回運営協議会の日程） 

平成 29年 2月 

→平成 30年 2月 22日 

（第 4回運営協議会の主な審議内容） 

・パブリックコメントの実施結果報告について（予定） 

・第 7期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）について（予定） 

→・パブリックコメントの実施結果報告について 

 



３ 

・第 7期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）について 

８ 4行目 なっておりますが 

→なっていますが 

 

表・グラフ内 （平成 27年の 65～74歳人口） 

5,626 

→5,611 

（平成 27年の 75歳以上人口） 

6,277 

→6,262 

 

１０ 表・グラフ内 平成 29年度から平成 32年度、平成 37年度の要介護度別人数 

 ※検討中 

→記載するとともに、グラフを挿入。 

 

なお、パブリックコメント時の素案とは、「合計」が要介護度別の合計値とずれていた

ため修正 

（平成 31年の合計） 

１，５５６ 

→１，５５５ 

（平成 32年の合計） 

１，６８０ 

→１，６７９ 

（平成 37年の合計） 

１，８５９ 

→１，８５８ 

 

１３ 表内  地域密着型、施設入所 

→地域密着型サービス、施設サービス 

 

３４ 基本目標１ 地域包括ケアシステムの

構築 １行目 

 市町村を中心とした生活支援体制の充実・強化を行い、地域包括ケアシステムの構

築を推進します。 

→生活支援体制の充実・強化を行い、地域包括ケアシステムの構築を推進します。 

 

 

３６ 基本目標１ 地域包括ケアシステムの

構築 ４行目 

３７ 基本目標１ 地域包括ケアシステムの



４ 

構築 ２行目 

３９ ２ （２）地域ケア会議の開催 １行

目 

 

 個別地域ケア会議については、介護支援専門員や総合相談から抽出された困難ケー

スのみならず、自立支援に向けた地域ケア会議の開催支援に取り組んでいきます。 

→個別地域ケア会議については、介護支援専門員や総合相談から抽出された困難ケー

スの対応のみならず、自立に向けた支援に取り組んでいきます。 

 

４６ （７）生活管理指導員（ホームヘルパ

ー）の派遣 １行目 

（８）生活管理指導短期宿泊（ショー

トステイ） １行目 

（９）ふれあいデイサービス １行目 

 介護認定を受けていない 

→要介護認定を受けていない 

 

 

４８ ７ （３）集いの場づくりの推進 

 

 飯高デイサービスセンター内の地域交流スペース等、地域と連携・協力しながら、

高齢者が自主的な活動を行うことができる「集いの場」づくりを推進します。 

→新たに施設が整備される際に地域交流スペース等の設置を求めていきます。また、

地域と連携・協力しながら、高齢者が生きがいを持って自主的に体操などの活動を

行うことができる「集いの場」づくりを推進します。 

 

４９ 表内 （50ページ以降での取組名に合わせる） 

高齢者ＳＯＳネットワーク 

→高齢者ＳＯＳネットワーク事業 

認知症の人及び家族への支援 

→認知症の人及び家族への支援の推進 

高齢者等見守りネットワーク 

→高齢者等あんしん見守りネットワーク事業 

緊急通報装置の貸与 

→緊急通報装置貸与事業 

救急医療情報キットの配布 

→救急医療情報キット配布事業 

 

５１ ２ （５）認知症の人及び家族への支

援の推進 

 １行目 

 オレンジカフェ（認知症カフェ）にて 

→認知症カフェ等で 

 

 

５２ ４ （１）高齢者等あんしん見守りネ  平成 29年度見込み 16、平成 30年度 17、平成 31年度 18、平成 32年度 19  



５ 

ットワーク事業 表内 →平成 29年度見込み 18、平成 30年度 19、平成 31年度 20、平成 32年度 21 

７２ １ 標準給付費見込額  １ 標準給付見込額 

→１ 標準給付費見込額 

 

１ 標準給付費見込額 表内 標準給付費見込額 

→標準給付費見込額 計 

(参考)平成 37年の標準給付費見込額 

→(参考)平成 37年度（2025年度）の標準給付費見込額 

 

２ 地域支援事業費 ２ 地域支援事業費 

→２ 地域支援事業費見込額 

 

２ 地域支援事業費 表内 地域支援事業費 計 

→地域支援事業費見込額 計 

(参考)平成 37年度の地域支援事業費 

→(参考)平成 37年度(2025年度)の地域支援事業費見込額 

 

７３ ３ （２）第１号被保険者の保険料段

階の設定 表 

修正し、（１）と（２）の間に移動  

（３）所得段階別加入割合 ２行目 平成２９年●月●日 

→平成２９年１１月１日 

 

３ （３）所得段階別加入割合 ３行

目 

 下表 

→次頁の表 

 

７４ 表内  ⑥ 調整交付金の見込額（①×約 7％） 

→⑥ 調整交付金の見込額（①×約 6.5％） 

 

７４ ４ （２）介護給付費準備基金の活用 

 １行目 

 介護給付費準備基金は、各年度の第１号被保険者保険料の余剰金を積み立てておく

もので、平成２９年３月末現在の積立額は約●億●万円でした。 

→介護給付費準備基金は、各年度の第１号被保険者保険料の余剰金を積み立てておき、

保険給付費等に要する費用に不足が生じたときに活用するものです。平成２９年度末

の積立額は約●億●万円が見込まれます。 

 

７７～

８６ 

資料 新規追加  

 


